








第 190回例会研 究発表資料 (2010.11.14)
1.北海道91路市にお ける言語変化 ― 「釧 路言語調査」の結果か ら一
朝 日祥之・尾崎喜光  12.北海道 における動物 と植物 の方言 (4)一鳥 と花 (その 4)
道場  優  17
第 191回例会研究発表資料 (2011.2.13)
1.逆使役構文は常に再帰構文 として分析できるか
北海道方言のデータによる検証     佐々木 冠  242.アイヌ語の使役 と逆使役概観一日本語 との対照か ら―
奥 田 統己 34
第192回例会研究発表資料 (2011.4.17)
1.札幌方言名詞アクセン トの実時間研究
～山鼻地区パネル調査 第一次報告～  高野 照司 40
第193回例会研究発表資料 (20H.6.12)
1.北海道の 「た」による敬意表現 と ドイツ語接続法
―特に「よろしかつたで しょうか」をめぐって一
2.泉の神に仕える女性の伝説 。「万葉集」より
佐藤 和枝  59
武沢 和義  69
第194回例会研究発表資料 (20H.9.18)
1・ 東 日本の方言における格配列の多様性    佐々木 冠  75
2.北海道における (約)27年間の言語変化 (文法項 目について )

























































































































































































































































































































I類(O▼)      柄が・血が、など5項目
1拍(15項目)H類(O▼)     葉が・日が、など3項目
HI類(●▽)     絵が・歯が、など7項目
I類(〇●▼)    鼻が・飴を、など12項目
H類(○●▽)    橋が・紙を、など12項目
2拍(60項目)ΠI類(○●▽)    花が・髪を、など12項目
IV・V類広(●○▽) 空が・船が・糸が、など12項目
IV・V類狭(●○▽) 箸が・松が、など12項目
A型〇●●▼    机・背中、など21項目
B型〇●●▽    毛抜き・力、など7項目
3拍(46項目)
C型〇●○▽    小麦・つつじ、など3項目
D型●○○▽    姿・命、など15項目
〇●●●▼     そろばん、など
●○○○▽     挨拶、など
4拍(25項目)〇●○○▽     果物、など
〇●●○▽     大雨、など














名のイニシャル・本調査時点での年齢 。′l■別の順である (例 kr62m:話者 kr,62
歳男性)。                             ,
まず、総点だけに注目すると、すべての話者において名詞アクセント体系全般を揺
るがすような顕著な生涯変化は観察されない。
拍数ごとの経年的推移 (折線)からも、男性話者 5名中3名 (グラフl kr62m,グ
































































































































































第 IV・V類広母音 (北海道方言的○●▽)名詞 (空が・船が・糸が、など)の同類狭
母音 (●○▽)名詞 (箸が 。松が、など)への合流の有無である (図1)。
図1 2拍名詞における類別アクセント型 : 札幌・東京
第Ⅳ類N・第VttN
第I類・第Ⅱ類 1第Ⅲ類 /On O/
/00/   1      第Ⅳ類w。第Vttw
/OO¬/
東京
第二類 1 第1類・第Ⅲ類 第Ⅳ類・第V類
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































▽ (毛抜き 。力、など)、c型○●○▽ (小麦 。つつじ、など)は、項目数は少ない
が、B型についてはA型とC型が混在、C型についてはA型の平板式が圧倒的に多い。
個人語の経年的変化について総点のみから判断すれば、ほとんど変化なしが 10名中
7名 (男4/女3)、共通語化への微増が2名 (‐グラフ 12 hh63f、グラフ 13 tk64m)、
逆に共通語化減退の傾向の見られる話者が 1名 (グラフ16 tk76f)となる。2
総点では顕れないが、特に顕著な共通語化への経年的変化は、話者yh(64歳女性、
グラフ13)におけるA型(〇●●▼)の伸び率で、1990年初回調査時には「背申が」
「兎がJ「薬を」 「畑を」 (〇●○▽)。「後ろを」 「着物を」 (〇●●▽)。「い










































































































































究会 1978,Milroy 1980,Eckert 2000)。
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